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　東京（ または江戸 ）に震度 6 を与えた地震について古記録から震度分布を求めてみた。明治 27

年（ 1894 ）6 月 20 日の東京地震と安政 2 年 10 月 2 日（ 1855 年 11 月 11 日 ）の江戸地震につ

いて調べておくことは，将来東京付近に起るかも知れない局地的破壊地震について何らかの参考

になるかと思った。元禄 16 年 11 月 23 日（ 1703 年 12 月 31 日 ）の関東地震について調べたの

は，大正 12 年（ 1923 ）9 月 1 日の関東地震と比較してみることが目的であった。

　明治 27 年の東京地震については，震災予防調査会報告第 3 号に東京市および各県の警察署の

被害報告が詳しく載っていたので，これによった。第 1 表の被害表は前記報告に掲載されている

表の抜粋である。安政 2 年の江戸地震については，武者金吉，日本地震史料，元禄 16 年の関東

地震については大日本地震史料第 2 巻によった。第 1，第 2 および第 3 表に示す震度はいずれも

記載事項から筆者が判定したものである。

　明治 27 年の東京地震で震度 6 の所は本所，深川両区だけで，明かに軟弱地盤の影響を受けて

いる。震度 5 の区域は意外に北の方に伸びていて，中心は現在の東京都新宿区あたりになる。震

度 4 以上の地域の面積 S（ ㎢ ）から，勝又・徳永（ 1971 ）が決めた式 logS ＝ 0.82M － 1.0 を使っ

て M を求めると，M ＝ 6.4 となる。また，震度 5 以上の地域の面積 S（ ㎠ ）から村松（ 1969 ）が

決めた式 logS ＝ 6.8+M を使って M を求めると，M ＝ 6.7 となる。理科年表（ 47 年版 ）には，

M ＝ 7.0，気象庁の「日本付近におけるおもな地震の規模表（ 1885 － 1950 年 ）」には M ＝ 7.1 と

なっている。ここで得られた値はこれより少し小さい。常時東京湾北部や埼玉県南部に起ってい

る地震は 30 ㎞より深いものが多いので，明治 27 年の地震も深いのではないかと考えられてき

たが，昭和 27 年（ 1952 ）7 月 18 日の吉野地震（ M7.0，深さ 70 ㎞ ）の震度分布図と比較して

みると，分布様式がまるで違っていて 60 ㎞や 70 ㎞の深さではないことがよく分る。深いとし

ても 30 ㎞くらいであろう。ともあれ，今回の調べに見るように，かなり広い地域にわたって震

度 5 を与える地震が東京付近で起ったということは，考えさせられることである。

　安政 2 年の江戸地震では震度 6 の分布だけが求められた。この分布も意外に北の方に伸びてい

て，中心は現在の東京都足立区千住あたりになる。震度 6 以上の地域の面積から前記の村松の式
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から M を求めると M ＝ 7.2 となり，理科年表記載の M ＝ 6.9 に近い。震度 6 の地域の面積は昭和 5

年（ 1930 ）11 月 26 日の北伊豆地震（ M7.0，深さ 0 ～ 5 ㎞ ）の場合と大体同じである。このこ

とからも，江戸地震の震源は特に深いと考えなくてもよさそうである。明治 27 年の東京地震と

同じく，深いとしても 30 ㎞程度であろう。

　元緑 16 年の地震については，震度 6 と 7 の分布が大体求められた。安房，上総では地震被害

と津波被害とが分離できないため，震度を決めにくかった。この地震の震度分布は大正 12 年の

関東地震にきわめてよく似ていて，震度分布だけから言うと，大正地震は元緑地震の再来といっ

てもよさそうである。しかし，津波の被害状況から言うと震源域は元緑地震の方が大正地震より

少し南寄りか，あるいはもう少し外洋の方に広がっていたと考えられる。
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第 1 表　明治 27 年東京地震震度分布表（ 1894 年 6 月 20 日，M ＝ 7.0 ）
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第 2 表　安政 2 年江戸地震震度分布表（ 1855 年 8 月 23 日，M ＝ 6.9 ）

第 3 表　元禄 16 年関東地震震度分布表（ 1703 年 12 月 31 日，M ＝ 8.2 ）
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第 4 表　潰家と死者（ 甘露叢による ）

第 1 図　明治 27 年東京地震の震度分布
Fig. 1　�Distribution of seismic intensities of the Tokyo 

earthquake in 1894
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第 2 図　安政 2 年江戸地震の震度分布
Fig. 2　�Distribution of seismic intensities of the 

Edo earthquake in 1855

第 3 図　元緑 16 年関東地震の震度分布
Fig. 3　�Distribution of seismic intensities of the 

Kanto earthquake in 1703
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